
晴海五丁目における新たな歩行者等のネットワークの形成について

①スロープ ・環状第２号線から当該地へのアプローチを確保する

②盛土 ・周辺地の高低差の解消を図る
・階層状の構造を活かしてベンチなどの休憩施設を配置し
憩いの場を創出する

③歩行者動線と自転車動線の
安全対策

・歩行者動線と自転車動線を分離し、交錯の回避を図る

④エレベーター整備 ・ウォーターフロントプロムナードのバリアフリー化を図る

⑤環状第２号線下の
プロムナード整備

・ウォーターフロントプロムナードの連続化を図る

⑥コミュニティサイクルポート ・地域の交通利便性の向上を図る

整備コンセプト

整備の前提条件

基本設計概要

１）道路としての活用

２）水門の適正な管理
※水門管理用車両等の通行確保

整備イメージ

①

②

③

※本資料は検討段階のものであり、詳細については、施設の配置や形状等含め
今後の設計の進捗や関係機関との協議により変更となる場合があります。
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イメージパース

令和７年度 詳細設計、港湾局用地の一部を道路用地として取得
令和８、９年度 施設整備

令和５年9月のまちづくり協議会で報告して以降、令和６年度から基本設計に着手し、
今般、東京都港湾局との協議が概ね整ったことから、その内容について報告するもの
である。

歩いて楽しい水辺の歩行者空間と地域の憩いの場の創出

予定スケジュール
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